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　多角的研究評価のすすめ：研究の先見性のひとつの指標
魯研究評価の現状と問題
　｢研究を評価する｣とか｢良いジャーナルって何？｣と
いった言葉が出てくるとき，必ず登場するのがインパクト
ファクター(IF)である.
　IFは論文の被引用回数(論文が他の論文に引用された回
数)に基づく値である．近年，この値を使って研究者の業
績が評価されることが多い.IFの高いジャーナルは良い
ジャーナルであり，IFの高いジャーナルに論文を掲載し
た研究者は良い研究者であるということである．大学で編
集している業績年報に発表したジャーナルのIFの記載を
要求し，講座や研究者の評価を行なっている例もある1).
研究者や所属大学自らがIFの低いジャーナルにしか投稿
していないことを嘆き，IFの高いジャーナルに出そうと
主張する例もある2).ジャーナル自身もホームページ上で
IFにふれ，その高さを誇ったり，変遷を載せてこれだけ
良くなったのだとアピールしているところも多い3~5).
　しかし，IFにはさまざまな問題が存在する．たとえば
知名度が高く，よく目にふれるジャーナルに掲載された論
文は引用されやすい．引用されるからまたIFが上がると
いう相乗効果が働き，IFに必要以上の格差が生まれている．
加えて,一部の非常に多く引用された論文がジャーナルの
IFを劇的に変化させる例や，よく引用されるレビューを
抱えるジャーナルのIFが大きくなる例もある．そもそ
も，たくさん引用された論文だけが良い論文なのかという
本質的な疑問さえあり，IFだけで評価するのは問題があ
ると考えられる.IFを考案したガーフィールド(Eugene
Garfield)自身も｢IFを個人の研究評価に利用すべきでな
い｣と注意を喚起している6,7).
參新たな視点(パースペクティブファクター)の提案
　そこで，論文の引用に基づかない新しい評価指標として
パースベクティブファクター(ＰＦ)を提案したい8).ＰＦと
は，ジャーナルに掲載されたトピックの先見性を評価する
もので，ジャーナルに載った論文１報あたり，先見的なト
ピックがいくつあるかという値である．ある研究テーマの
発展は，それに先立つ研究成果に基づくことがほとんどで
ある．したがって，発展の基となった研究の先見性を評価
することは十分意味あることと考えられ，研究者自身も自
分の研究の先見性を評価されたいと願うものであろう．
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①先見的なトピック数の求め方
ある年のＰＦ＝
その年のそのジャーナルで扱われた先見的なトピックの数
その年のそのジャーナルの全論文数
　まず，上式の“先見的なトピックの数”を求めてみよう．
具体的には以下のようである．まず，ＰｕbMed9･1o)上で論
文内容を示すキーワードＭｅＳＨ９,1o)を研究トピックとし，
その登場回数の年次変遷を追う. PubMedは生命科学系
最大規模の論文データペースであり，研究動向を追うのに
適していると考えられる．そして，各研究トピックが先見
的かどうかを判断するために，ジャーナルで扱われた各
MeSHのＰｕbMed上での登場回数がジャーナル出版前後
でどれだけ変化したかを計算する(たとえば，あとの議論
のために４年間という期間を考えてみる)．そのために，
　Å：MeSHがジャーナル出版後２年間でＰｕbMedに何回
　　　登場したか
　ｊ：MeSH がジャーナル出版前後４年間でＰｕbMedに
　　　何回登場したか
としてＡ/Ｂを計算する．この値はMeSHの増加率，つま
り，あるトピックがその後どの程度研究されるようになっ
たかを意味している．
　このÅ湧値が高いMeSHは先見的なトピックと考えら
れる．たとえば1997年のCell誌に登場する“HIV-1"と
いうMeSHは，1998年と1999年で合計6,706回，1996年
から1999年で合計12,876回，それぞれＰｕbMedに登場
するので，Ａ/Ｂは6,706/12,876 =0.52801である．この値
がある値を超えれば先見的なトピックとみなす．たとえば
1997年度のジャーナル評価のためにはＡ/Ｂ≧0.5722と設
定できる．この値は，1997年にＰｕbMedに登場した全
MeSH, 5,310,920個のＡ/Ｂを計算したとき，値の大きい
上位５％のMeSHを抽出するための闇値である．したがっ
てＨＩＶ-1は，この期間においては，もはや先見的なトピ
ックとみなされない.
②ＰＦ値の計算
　そこで，このＡ/Ｂ≧0.5722を満たすMeSHが各ジャーナ
ルの論文１報あたりにいくつあるかを計算する.1997年の
Cell誌の場合，Ａ/Ｂを満たすMeSHの数が886個，論文
の数が460報だったので886/460＝1.926という数値になる.
(3)予想される懸念
　ＰＦは流行にのった短期間のブームを反映しているにす
ぎず，また，すでに多数の研究がされているトピックの進
展を評価できないとの批判が予想される．しかし，ここで
例として採用したジャーナル出版後２年という期間は，次
節でIF(2年間を評価する)とＰＦを比較するために採用し
たのであって，長期的な評価をしたい場合には，より長い
期間を自由に設定できる(たとえばÅをジャーナル出版後
５年間，ｊをジャーナル出版前後10年間など)．また，す
でに多くの研究がされているトピック(上記のＨＩＶ-1や
ＤＮＡといったMeSHなど)が評価されないのは，｢先見
性｣を評価するPFにとって当然の特徴である．
●PFによる生命科学系ジャーナルの評価
　以上の計算を1997年に出版された生命科学分野159の
ジャーナルについて行ない，IFと比較してみよう.IFが
20以下の部分ではIFとPFの関係に相関がみられた（ｒ＝
0.601, p<0.001）が，IFが20以上の部分ではそれがみら
れなかった，Ｎａtｕｒｅ誌，Ｓｃｉｅｎｃｅ誌，Cell誌にはホットペ
ーパーｍとよばれる高被引用論文が数％存在する．これら
がIFを大幅に増加させている可能性を考慮してIFとPF
を求め直しても，IFとPFの不均衡は解消されなかった
（図１の緑丸；とくにＮａtｕｒｅ誌とＧ//誌）.
　IFは被引用回数のみに基づく「影響力」という評価基
準であり，それゆえに多数の問題を抱えることは先に述べ
たとおりである．一方，PFにはそれらの問題はない．す
なわち，ＰＦは「先見性」という基準となりえ，科学界の
進歩・発展を促すファクターを評価していると考えられ
る.IFの高いトップジャーナルが，おそらくその知名度
ゆえに「影響力」と「先見性」の均衡を崩している一方で，
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図１　パースベクティブファクター(PF)とインパクトフ
ァクター(IF)の相関図
横翰ま1998年度のIF，縦軸は1997年度のPF.
黒丸：各ジャーナルの値(/V･ａtｕｒｅ誌.　Ｓｃｉｅｎｃｅ誌については
　　　生命科学研究の論文に限定してPFとIF値を修正した)
緑丸：高機引用論文を除いた値
[文献８から改変，許可を得て転載]
先見性と影響力のバランスがよりとれているジャーナルが
多数あることがあらためて認識される．
●おわりに
　近年，研究の評価は研究者個人のキャリア・研究費の分
配・将来の方向性を決める国家政策にとってますます重要
な課題となっている．それゆえ論文やジャーナルの評価法
への関心は高い．しかし，論文そのものの価値は読み手に
よって変わることから，論文の評価は非常にむずかしい．
論文で示された結果を重要視する者もいれば，使われた手
法やたどった過程を重要視する者もいる．また，ある分野
の研究者にとって重要な論文でも，他の分野の研究者には
何の価値もないかもしれない．論文の集合体であるジャー
ナルの評価となればなおさらむずかしい．だからこそ，偏
見のない平等な研究評価には客観的な数値基準が必要とな
らざるをえない．そこで，ここで示したように，一般に広
まっているIFの問題点を克服するＰＦのような別の評価
指標を併用し，より多角的に研究を評価する必要があると
考えられる．さらに，トピックの先見性を評価するという
ＰＦの概念は，ジャーナルの評価だけでなく国・研究機関
・研究者個人の評価にも応用できると考えられ(たとえば
国をひとつのジャーナルと見立てるなど)，研究者人事や
研究費分配の際の研究業績の評価に適用することで，より
偏りのない評価が可能なのではないだろうか．
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